
CEを取り巻く標準化動向と日本のめざす方向性

市川芳明
多摩大学ルール形成戦略研究所 客員教授



11

自己紹介

ワンクリックで
Kindle本入手
できます

多摩大学のルール形成戦略研究所客員教授として
「標準化の経営学」を研究。工学博士、技術士（
情報工学）
 

（一社）NEXCHAINの理事長として企業間の情報
連携による社会課題解決を推進
 

• IEC TC111（環境規格）前議長，CAGメンバ
• IEC ACEA（環境諮問委員会）日本代表
• ISO TC268 （サステナブル都市）/WG5
（リスクファイナンス）主査

• ISO TC268/SC1（スマート地域・インフラ）
前議長、WG1 主査

• ISO TC323/WG2（サーキュラーエコノミー
・ビジネスモデル）前主査

• ISO TC20/SC16 (無人航空機）WG4 主査
• ISO TC34/WG 25 (災害食) 主査
• ISO TC 314（高齢社会）リエゾン
• ISO TC 260（人財管理）国内委員長，エキス
パート

• CENELEC（欧州電気標準委員会）オブザーバ

https://www.linkedin.com/in/yoshiaki-ichikawa/

多摩大学ルール研の活動紹介
https://crs-japan.org/news/page/2/ 
賛助会員になるとルール研の研究員の肩書
で活動ができます

https://www.nikkei.com/persons/市川芳明

こちらもぜひご覧ください

 日経の記事一覧

https://www.keidanren.or.jp/journal/monthly/2024/04/p30.pdf 
 月刊経団連2024年4月号

https://www.linkedin.com/in/yoshiaki-ichikawa/
https://crs-japan.org/news/page/2/
https://www.nikkei.com/persons/%E5%B8%82%E5%B7%9D%E8%8A%B3%E6%98%8E
https://www.keidanren.or.jp/journal/monthly/2024/04/p30.pdf


ISO TC 323における活動
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ISO TC 323 サーキュラーエコノミーの活動概要

2018年にISOの専門委員会として設置

市川が主査
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3つの規格の同時出版（2024年5月）

ISO 59004, 59010, 59020の相互連携

ISO 59004 -
語彙，原則，実
装のためのガイ
ダンス

ISO 59010 -
ビジネスモデルと
バリューネット
ワークの移行に関
するガイダンス

ISO 59020 -
循環性パフォー
マンスの
測定と評価

サーキュラーエコノミー
とは何かを定義し、その
ビジョン、原則、そして
それをどのように実施し、
持続可能な発展に貢献す
るかを含む一般的な指針
を示す。

目標を設定し、取り組む
べき循環性の側面を特定
し、行動を起こすことに
よって、循環型ビジネス
モデルと循環型バリュー
ネットワークに移行する
方法について、ビジネス
指向の手引きを提供する。

標準的な指標と補完的な
手法に基づき、循環性の
パフォーマンスとサステ
ナビリティ影響を測定・
評価するための構造化さ
れたアプローチを提供す
る。
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主要な用語の定義

─ サーキュラーエコノミー：
 

持続可能な開発に貢献しながら、資源の価値を再生、保持、または付加することによって、
資源の循環的な流れを維持するための包括的なアプローチを用いる経済システム。
注記1： 資源には、ストックとフローの両方がある。
注記2： バージン資源のインフローを可能な限り抑え、資源の循環的な流れを可能な限り

閉じて、経済システムからの廃棄、損失、放出を最小限に抑える。

─ 価値：
 

資源の使用と保全に関連して、ニーズと期待を満たすことで得られる利益または恩恵。
事例：収入、節約、生産性、サステナビリティ、満足度、エンパワーメント、エンゲージメント、 
          経験、公衆衛生、信頼
注記1：価値とは、それを捉えることのできる利害関係者の認識によって決まる相対的なも
            のである。
注記2：価値には例えば、社会的、環境的、その他の利益や便益などの、財務的ないしは
            非財務的なものがあり得る。
注記3：価値は時間の経過とともにダイナミックに変化する。
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ISO 59010 全体構成

バリューネットワークのトランジション (7章)
• 共通の目標，戦略，計画の設定
• ガバナンスの実装
• 共有インフラの活用と構築

トランジションの目標とスコープの設定 (4章) 
• 目標定義
• 現状理解
• バリューチェーン／ネットワーク上の流れのマッピング
• スコープの設定
• 現状の循環性の理解
• サーキュラーエコノミーに貢献する活動

サーキュラーエコノミー戦略の策定(5章)
• ギャップと機会の特定
• サーキュラーエコノミー原則に基づき戦略を策定
• 経済合理性への取り組み

組織のビジネスモデルのトランジション(6章)
• 計画の策定
• 望ましい変革に向けてのビジネスデルの見直し

継続的改善のための見直しとモニタリング(8章)
• 循環性パフォーマンスの測定と評価
• 組織のビジネスモデルの改善
• バリューネットワークの改善
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ISO 59010が定める活動の範囲（4章）

バリューチェーンのマッピングとスコープ（境界）の決定
         （出典：Figure A.1を元に筆者が作成）
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ISO 59010が述べる経済合理性（5章）

フードロスを例にとった経済合理性の説明図
      （出典：Figure A.6を元に筆者が作成）
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ISO 59010が述べるダブルマテリアリティ（5章）

（出典：Figure A.5を元に筆者が作成）
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バリューネットワークのトランジション （7章）

リニアチェーンからサーキュラーネットワークへの移行
       （出典：Figure A.2を元に筆者が作成）

産業エコシステムとして
圧倒的な成長が期待できる

ループを閉じる
鎖同士が連結して
ネットワークに

サーキュラー
バリューチェーン サーキュラー

バリューネットワーク

素材

製品

廃棄物

リニアサプライチェーン
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バリューネットワークを作るための手順と要件（7章）

バリューネットワークに共通の目的，戦略，計画の立案 (7.2）

ガバナンスの実装（7.3)
- 各メンバーの明確な役割と責任

- 各メンバーの自由意志を尊重する原則

- 諮問グループ、運営委員会、または管理委員会の設置

- 共有の目的と戦略を達成するための原則とルール

- 会員と外部の利害関係者との間の明確かつ積極的な意思疎通のチャネルと手順

- リスク管理（メンバーの公平性と包括性）

- 信頼醸成と関与の促進

- 透明性のある意思決定プロセス

- トレーサビリティの仕組み

- 利害関係者、コミュニティ、主要パートナー

ー報告プロセス（特に非財務情報の開示）

バリューネットワークに共通の（物理的またデジタル）インフラの設置と活用 (7.4）
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サーキュラリティ・インディケーター ISO 59020 (1)

指標カテゴリー
必須／任
意

サーキュラリティ・
インディケーター

概要説明 追加情報

資源流入

必須 A.2.2 流入量の平均再利
用率（X）

投入原材料資源のうち、再
利用される部品・製品の割合

資源価値の
維持

必須 A.2.3 平均リサイクル率（X） 投入資源に占める再生材料
の割合

資源の価値
を高める

必須 A.2.4 流入量の平均再生可
能エネルギー含有率（X）

持続可能な方法で生産され
た再生可能物質である物質
資源流入量（X）の割合

資源の価値
を高める

資源流出

オプション A.3.2 業界平均に対する製品
または材料の平均寿命

出力資源（製品など）が、そ
の資源の業界平均年齢と比
較して使用され続ける時間
の指標。

資源価値の
維持

必須 A.3.3 流出に由来するリユー
ス製品および部品の実使用
率（X）

再利用される流出量の割合 資源価値の
維持

必須 A.3.4 流出由来のリサイク
ル原料の割合（X）

リサイクル材となる流出量の
割合

資源価値の
回復

必須 A.3.5 生物循環への流出の
実際の再循環率

生物圏への安全な還流のた
め、耐用年数終了時に再循
環され、再循環の適格条件
を満たす流出内容の割合。

資源価値を
回復
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サーキュラリティ・インディケーター  ISO 59020 (2)

指標カテゴリー
必須／任
意

サーキュラリティ・
インディケーター

概要説明 追加情報

エネルギー
オプション A.4.2 エネルギー消費に占める

再生可能エネルギーの平均割
合

エネルギーの流入と流出
の両方を考慮した、再生
可能エネルギーとして認
められる正味消費エネル
ギーの割合

資源価値の
回復

水

オプション A.5.2 循環型水源からの取水率
年間水需要のうち循環型
水源に由来する割合

資源の循環
的な流れを
維持する

オプション
A.5.3 水質要件に従って排出され
る水の割合

総取水量のうち、循環原則
に則って排出された水の割
合（体積比

資源の循環
的な流れを
維持する

オプション
A.5.4 水の再利用または再循環の
割合（現場または内部

敷地内の水の再利用サイ
クル

資源の循環
的な流れを
維持する

経済 オプション A.6.2 素材の生産性
すべての線状資源流入の
総質量が生み出す収益の
比率

資源削減を
示す
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Before

After

WG5: ISO 59040 Product Circularity Data Sheet
この規格はルクセンブルグの政府の提案であり、主査就任した人も同国政府の経済省の役人である。こ
の図に示すように、特定の製品に関する循環性情報、すなわち、再生材料の使用率、有害物質の含有、
分解方法、含まれている部品、素材、化学物質の情報、法規制の該当情報などの様々な情報を共通書
式のデータシートによってサプライチェーン全体（つまりは社会全体）で流通させようという趣旨である。

この規格には欧州全域をカバーするプラットフォーマーになることをルクセンブルグが狙っているのでは
ないかという懸念があり，少なからぬ先進国（日本も含む）はその理由で反対票を投じたが、途上国の賛
成多数で可決した経緯がある。
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2025年に提案予定の新プロジェクト
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ISO以外の国際標準化活動
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CEN/CLC JTC10における活動

エコデザイン指令（2009/125/EC）に関わるM/543によってCENとCLCのJTC 10 
(Material efficiency aspects for products in the scope of Ecodesign legislation)とし
て起動され，いずれエコデザイン指令実施措置のME関連要求事項に関する整
合規格として運用される予定 
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CEN/CLC JTC10の出版した規格（１）



2020

CEN/CLC JTC10の出版した規格（２）
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IEC TC 111におけるCEN/CLC標準の国際化

EN45556がIEC化
されている
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CEN TC 473 Circular Economy

出典： https://www.cencenelec.eu/media/CEN-CENELEC/Events/Events/2024/2024-07-
10_CE_Event_NEN/final_p3_rcarlsson-new-ce-cen-tc-473.pdf 

https://www.cencenelec.eu/media/CEN-CENELEC/Events/Events/2024/2024-07-10_CE_Event_NEN/final_p3_rcarlsson-new-ce-cen-tc-473.pdf
https://www.cencenelec.eu/media/CEN-CENELEC/Events/Events/2024/2024-07-10_CE_Event_NEN/final_p3_rcarlsson-new-ce-cen-tc-473.pdf


日本のめざす方向性
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まだ日本産業（あるいは政府）としての検討事項

日本の本当の狙いをどこに持ってくるか？

1. 欧州と同様の製造業軽視はできない。

2. 静脈系の産業，特にマテリアルのみ，かつ経済安全保障の
みでは大した経済効果は見込めない。

3. 日本の高付加価値を生み出す製造業は何をメリットとするの
か？
̶ 欧州のからの防衛（輸出の確保）
̶ 日本独自の高付加価値創造（出口戦略）

4. それにふさわしい政策は日本独自に持たなければならない。
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循環経済のカギを握るのはビジネスの
「高付加価値創出の出口戦略」ではないか

回収

分解・
取り出し

破砕・
分別

再生

再生材や
再利用部
品の供給

製造 販売 使用

共創による
高付加価値創出戦略

売れる商品開発のため
の情報とアイデアが必要



26

事例： hide-kのトランスウッド

出典：https://www.toyota-body.co.jp/ps/qnu/usr/db/d_file5-0001-0059.pdf 

https://www.toyota-body.co.jp/ps/qnu/usr/db/d_file5-0001-0059.pdf
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出典： https://www.hk1896.com/brand/ 

2009年フランス・パリにて設立。蛍石を原料とした素材PTFEの感性価値である“永遠

の白さ”と“滑らかな触感”を表現。アート、テーブルウェア、ファインジュエリーなどに
展開。2012年には2018年「PTFEマテリアルリサイクル」の技術を確立し、技術特許を
日米中にて取得。現在、PTFEの循環スキームの構築を推進している。

https://www.hk1896.com/brand/
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